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 本レポートは、信金中金の海外駐在員等が最新のトピックスについて報告します。今回は、ア

ジア各国における SDGs について報告します。お取引先との意見交換時に、本稿をご参考いただけ

たら幸いです。 

  

 2015 年 9 月の国連サミットで採択された国際社

会 共 通 の 目 標 で あ る SDGs （ 海 外 で は 単

に”Sustainable”と言うことが多いようです。）は、世

界における環境問題や人権問題などの社会的課題に

ついて、「誰一人取り残さない」をテーマに、2030 年

までに達成すべき 17 の目標（および 169 のターゲ

ット）で構成されていますが、ここ数年で耳にする機

会が一層多くなってきたように感じます。それだけ、

社会全体の意識が高まっている証拠だと思います。 

 日本においては、政府が 2016 年より「SDGs 推進本部」を設置、同年 12 月に今後の日本の

取組の指針となる「SDGs 実施指針」を決定し、日本全体で 2030 年の目標に向けて取り組んで

いますが、本レポートでは、東南アジアの SDGs、また東南アジアの中で SDGs が進んでいる印

象の強い、シンガポール政府の取り組みなどについてまとめていきます。 

 

１．東南アジア各国のSDGsについて 

 (1) 東南アジア各国の SDGs ランキング 

東南アジアはここ数十年で大きく発展し、今後も高い成長が見込まれる国々で構成されて

いますが、その背景では、貧富の格差拡大や環境問題など、急速な経済成長に伴う副作用も

指摘されています。実際、毎年 SDGs のランキングを公表している SDSN（Sustainable 

Development Solutions Network）のレポートでは、以下の通り、東南アジア各国のランキ

ング（165 か国中）は全般的に低くなっています。 

一人当たり GDP が日本よりも高く、東南アジアでは最も発展しているシンガポールが、タ

イやベトナムよりも低いランキングとなっていることは少し意外かもしれませんが、それぞ

れの国が SDGs に向けてどういった取り組みを行っているのか、2021 年のレポート等から

いくつかの国を事例で見ていきます。 

 今月のトピックス： 

１． 東南アジア各国の SDGs について 

２． シンガポールにおける SDGs について 

※ 外務省 HP（Japan SDGs Action Platform）より抜粋 

 

 

 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 
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https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_02/mn222.pdf

